
条

例 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
、
第
三
十
三
条
」
を
「
、
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
こ
の
項
」

の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

の
下
に
「
報
告
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

知
事
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
三
十
七
号
）
に
い
う
知
的
障
害
者
そ
の
他
の
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
建

設
省
令
第
十
九
号
）
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
三

十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収

入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と

が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
営
住
宅
の
入

居
権
利
者
の
県
営
住
宅
の
毎
月
の
家
賃
を
、
毎
年
度
、
令
第
二
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
閲
覧
の
請
求
そ
の
他
の
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
第

九
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
把
握
し
た
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
の
収
入
（
第
三
十
三
条
第

二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
知
事
が
把
握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
」
と
い
う
。
）

及
び
当
該
県
営
住
宅
の
立
地
条
件
、
規
模
、
建
設
時
か
ら
の
経
過
年
数
そ
の
他
の
事
項
に
応
じ
、

か
つ
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
以
下
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
令
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
収
入
超
過
者
」
を
「
収
入
超
過
者
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

２ 

知
事
は
、
引
き
続
き
三
年
以
上
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
に
つ

い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、

知
事
が
把
握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
の
額
が
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
額
を
超

え
、
当
該
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
入
居
し
て
い
る
と
き
は
、
第
十
七
条
第
三
項
及
び
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
の
県
営
住
宅
の
毎
月
の
家
賃
を
、
毎
年
度
、
令

第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
が
把
握
し



た
入
居
権
利
者
の
収
入
を
勘
案
し
、
か
つ
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
以
下
で
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 
第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
高
額
所
得
者
」
を
「
高
額
所
得
者
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三

十
三
条
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

引
き
続
き
五
年
以
上
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
に
つ
い
て
、
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
知
事
が
把

握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
の
額
が
最
近
二
年
間
引
き
続
き
令
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金

額
を
超
え
、
当
該
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
入
居
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
県
営
住
宅
の
毎
月
の

家
賃
は
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
近
傍

同
種
の
住
宅
の
家
賃
と
す
る
。 

 

第
三
十
八
条
中
「
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
二
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
「
第
十
一
条
」

を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
第

十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
五
条
の
二
」
と
す
る
。 

 


